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STUDY OF OVAL CRYSTALS IN URINE
  Kazuhiko TOZUKA, Yosuke HARA, Shinya ISHIKAWA, 
Hideo  MORIGUCHI, Yutaka KOBAYASHI and Akihiko TOKUE 
       From the Department of Urology, Jichi Medical School
   Urinary crystals were collected by repeated centrifugation from two outpatients with calcium 
oxalate crystalluria where oval forms predominated and were studied by scanning electron 
microscopy and X-ray diffraction.Fibrous structure, biconcave surface and prismatic appearance 
of oval crystals were shown. The side view of oval forms may be prismatic X-ray diffraction 
patterns of urinary crystals indicated that oval crystals consist of calcium oxalate monohydrate. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 1679-1681,1989)
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緒 言
尿 沈 渣 に観 察 され る代 表 的 な 蔭 酸 カル シ ウム結 晶は
dipyramid型で あ る が,そ の 他 にoval型 やdumb-
bell型の 存 在 も知 られ て い る.dipyramid型は 蔭 酸
カル シ ウ ム2水 化 物,oval型 お よびdumbbell型は
蔭 酸 カル シ ウム1水 化 物 とす る の が 一般 的 であ るが,
oval型に つ い て は 蔭 酸 カル シ ウ ム2水 化 物 で あ る と
す る意 見 も あ り1),一定 した 見解 は え られ て い な い 。
遠 心 分離 を 繰 り返 す こ とに よ り尿 中 の 蔭 酸 カル シ ウ
ム結 晶を 集 め れ ば,蔭 酸 カル シ ウム結 晶 尿 を 定 量 的 に
評 価 で き る2).この方 法 に よ り尿 中 のoval型 結 晶 を
集め,X線 学 的 にoval型 結 晶を 検 討 した の で,こ こ
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量 を 測 定 す る と,caselで は9.8mg,case2では
0.2mgであ った.結 晶粉 末 の一 部 を 鏡 検 す る と,2
症 例 と もoval型 結 晶に よ って 占 め ら れ て い た がt
dumbbell型やdipyramid型結 晶 も散 見 され た.同
時 に,遠 心 分 離 操 作 に 由来 す る結 晶 破片 も観 察 され た
が,こ れ らの結 晶 成 分 はす べ て6NHCIの 添 加 に ょ
り速 や か に消 失 した.dumbbell型やdipyramid型
結 晶 に はoval型 結 晶 よ り も 大 きな もの が 多 く,ま
た,case2と 比 べ る とcase1で は 各 結 晶 型 と も平
均 して大 きか った.caselの 走 査 電 顕 写 真 を示 す.
大 小 のoval型 結 晶 と と も に 結 晶 破 片 が 認 め られ る
(Fig.1).中央 の結 晶で は 輪 状 に 走 る繊 維 状 構 造 が
周 辺 部 に 認 め られ る.個 々 のoval型 結 晶の 中 央 部 は
凹 ん で お り,赤 血 球 に よ く似 た形 態 を示 す(Fig.2),
柱 状 の 結 晶 も散 見 さ れ る が,こ れ はoval型 結 晶 を
横 か ら眺 めた もので あ ろ う.
Caselとcase2のX線 回折 パ タ ー ソを示 す(Fig.





あ り,ova1型結 晶 が 蔭 酸 カル シ ウム1水 化物 で あ る
こ とを 示 して い る,case1で は蔭 酸 カル シ ウ ム2水
化 物 の 回 折 ピ ー ク もわ ず か なが ら認 め られ る が,こ れ
はdipyramid型結 晶に 対 応 して い る と考 え られ る.
case1とcase2の 赤 外 線 ス ペ ク トル は ,蔭 酸 カ ル
シ ウ ム と と もに少 量 の燐 酸 カル シ ウム の存 在 を 示 した
が,X線 回折 で は燐 酸 カ ル シ ウム の存 在 は不 明 で あ っ
た.
考 察
尿沈 渣に 観 察 され る蔭 酸 カル シ ウム結 晶 と しては,
dipyramid型が圧 倒 的 に 多 くoval型 は 少 な い3)ま
た・dipyramid型は しば しば 単 一 の 結 晶型 と して 尿
中に 認 め ら れ る の に対 して,oval型 はdipyramid
型を 伴 って い る こ と が 多 い の で4),ova1型結 晶 尿 の
臨床 的 意 義 に 言 及 した 報 告 は 少 な い,Cifuentes5)は
蔭 酸/カル シ ウ ムの 尿 中 濃 度 比 が 増 大 す る とoval型
やdumbbell型結 晶 尿 が 出 現 しや す くな る と して い
るが,そ の 詳 細 に つ い て は 触 れ て い な い.
Catalinaら6>は尿 中蔭 酸 カ ル シ ウ ム結 晶 の 分 析 に
electrondiffractionを応 用 し,oval型 結 品 は ,
dumbbell型と同様,蔭 酸 カル シ ウム1水化 物 で あ る と
した ・ しか し・ こ の分 析 方 法 では 蔭 酸 カ ル シ ウ ム結 晶
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